平成２６年度　第２回鶴岡市温海地域地区公民館運営審議会（会議概要）
○　日　　時　　平成27年3月13日（金）　　午後1時30分から

○　会　　場　　鶴岡市温海ふれあいセンター　2階会議室
· 出席委員

本間勝彦委員、榎本五郎治委員、伊藤喜一委員、遠田茂昌委員、五十嵐正委員、五十嵐光男委員、佐藤美代子委員、斎藤徹委員、五十嵐幸男委員、本間英機委員、難波貢委員代理河崎有紀氏
· 欠席委員

五十嵐芳昭委員、越中聡委員、伊藤貢委員

○　市側出席職員

　　五十嵐温海公民館長、佐藤（智）社会教育専門員、本間社会教育専門員
○　公開・非公開の別　　公開
○　傍聴者の人数　　0人

○　資料及び欠席者の確認 　社会教育課　社会教育専門員　本間克秀
○　次　　第　
市民憲章唱和
１　開　　会　
２　あいさつ　本間英機委員長
　　　　　　　五十嵐温海公民館長

３　報　　告

４　協　　議　座長：委員長

(1) 平成26年度社会教育関係事業実績と総括について（説明：佐藤社会教育専門員）
(2) 平成27年度社会教育関係事業基本方針・重点事項及び事業計画について（説明：佐藤社会教育専門員）
(3) その他　平成27年度　東北地区社会教育研究大会・第60回東北地区公民館大会(県)

　　　　第6回山形県社会教育研究大会について（説明：本間社会教育専門員）

（質問、意見、協議）

■地区自治会の事業実績と総括について
【委員】
　社会教育関係については詳細にまとめていて、良くこれだけの事業をこなしていると感謝しているが、地区公民館組織は解体されてコミュニティ活動分野を含めた組織になっているので、来年度からは防災面の活動の現状と課題、福祉面の現状と課題等もコミュニティ活動として報告して欲しい。

【佐藤社会教育専門員】

　来年度からそのように対処したい。

【委員長】

　地区公民館から地区自治会に変わったが、活動内容は同じように進んでいるので、来年度からはそのような形で報告願いたい。

■視聴覚教材の活用について

【委員】

　老人クラブ等では、視聴覚教材の貸し出し事業に期待しているが、わかりやすい貸し出し教材のカタログ(一覧)がないのと、視聴覚機材の貸し出しはあるが、操作は使用者で行わなければならなく、ちょっと使いづらい。機械操作と合わせて、担当者からのミニ講話などを組み合わせもらえれば、非常に利用しやすくなると思う。職員も不足しているので大変だと思うが、利用者にとっては大変ありがたいので考えて欲しい。
【佐藤社会教育専門員】

　中央公民館の担当にも相談してできるだけ借りやすいように工夫をしていきたい。

■成人式及び軽スポーツ教室について

【委員】

　成人式については、昨年度65人の76.5％の参加率とのことだが、少し荒れ気味だったとの声を耳にしている。その実情と今後の課題があれば教えて欲しい。
スポーツ課担当職員が出席していない理由と、軽スポーツ教室はあつみスポーツクラブネクサスのサテライト型教室に事業を移行するとあるが、ネクサスとの具体的な話し合いがなされていない中で、実情はどうなのか聞きたい。
【佐藤社会教育専門員】

　成人式については、荒れ気味との認識はない。
【公民館長】

　式自体は何も問題がなくむしろ立派だった。その後に実行委員会が催したはたちのつどいについては、そのようなことは聞こえていないので良くわからない。
【委員】

　成人式の時は、立派だったことはわかった。

【佐藤社会教育専門員】

　軽スポーツのことについては、詳細を担当から聞いていないので、後で担当から直接説明させる。なお、スポーツ課の担当は急な出張により欠席した。

■湯見ヶ代運動場のグラウンド・ゴルフ用具の更新について

【委員】

　湯見ヶ代運動場のグラウンド・ゴルフの用具(ポールとかスタートマット等)が老朽化しているので更新して欲しい旨、以前から担当課には要望してきているが、予算がないと退けられている。平成27年度からは体育協会に指定管理になるが、市では、備品についてどのくらい面倒を見てくれるのか。
【公民館長】

　後程、整理して報告するが、備品の整備は使用者になると思う。
【委員】

　市の施設としてあるのだからそこは市になると思う。

【公民館長】

　グラウンド・ゴルフ用具は市の施設ではないと思う。

【委員】

　以前は、テニスコート5面、グラウンド・ゴルフ8コースと書いてあった看板があったので市の施設として認識している。

【委員長】

　この場で、予算等についての回答はできないので、このような意見があったことを担当課に伝えて欲しい。

■逞しさ・優しさ・賢さを育む学校教育の推進について

【委員長】

　山戸小学校では、児童の登校の際、校長先生が毎日、学校の500ｍ先で出迎えている。児童は、見守り隊や校長先生など大人の姿を見ると遠くからでも大きな声であいさつしている。この姿が大変素晴らしい。大きな声であいさつができる。たくましく育っていると感じている。これが生涯学習の原点と思い紹介したしだい。
■地区自治会の事業計画について

【委員】

　地区公民館を廃止し、防災と福祉を含めたコミュニティ部門を含めた活動をするということで機構改革をしたわけだが、その辺が計画にないと、いつまでたっても地区公民館との意識から離れないのではないか。機構改革した組織活動をどういう形であらわしていくのか。今後も防災と福祉を含めたコミュニティ活動を充実していくため地区公民館をなくしたことを説明していく必要がある。

【公民館長】

　現在、地域活動センター化している藤島地域などは公民館がなくなり、このような議論の場の公民館運営審議会もなくなった。温海地域では、地区公民館をなくして、防災と福祉の活動も含めた地区自治会にしたのは、将来の広域コミュニティを目指しているため。このことが、社会教育に当てはまるのかどうか、別のところでの議論になるかと思う。地区自治会にも社会教育的事業はあるので、そのことはこちらの計画にも載せているが、防災と福祉については社会教育とは別とのことで、その部分は載せていない。地区自治会運営委員会の中では、防災、福祉関係者も入れて計画づくりや議論を行っている。この審議会は、公民館事業を中心とした社会教育事業について議論する場と考える。
■温海地域婦人会について

【委員】

　温海地域婦人会の単位婦人会は、9単位婦人会から暮坪が1つ減って平成27年度から8単位婦人会になる。

■防災行政無線のデジタル化について

【委員】

　公民館類似施設の有線放送設備、備品の修繕補助に関連して、有線放送がデジタル化の方向で検討されているという話を聞いているが、今後の見通しなど教えてほしい。

【公民館長】

　有線放送のデジタル化ではなく、防災行政無線をデジタル化して有線放送にもつなぐ工事を来年度から始める。それに伴い、各家庭にある防災行政無線の個別受信機はいらなくなる。類似施設の補助金については、市の方で一本化したいと調整中。

【委員】

　自治会長会の役員会では、有線(放送)は塩害とか維持管理費用がかかるので、有線をなくして無線で整備した場合は、市から助成をもらえるよう、総会で了承を得たのち温海地域自治会長会として市に要望書を提出することにしている。由良では防災行政無線の情報を無線で各戸に流すシステムを採用している。由良は市の助成を受けずに整備した。一戸当たり6万円ぐらいかかったと聞いている。有線放送は、市町村合併した中では温海地域にしかないシステムなので、要望してもどう扱われるかはわからない。
【委員】

　20万円ぐらいの機械を有線放送に接続することで、防災行政無線のデジタル信号を各自治会の有線放送に流せると聞いている。

■東北地区社会教育研究大会の情報交換会でのアトラクションについて

【委員】

　10月1日に萬国屋で行われる東北地区社会教育研究大会の情報交換会のアトラクションに、辨天太鼓創成会の他に温海温泉の獅子舞を加えられないか要望する。

５　閉　　会　
